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開発品の特長と期待効果

■特長
  

１．薄膜・軽量
→農業ハウスに搭載可能、廃棄部材の少ない（シリコン型比）

２．光合成に必要な赤色光・青色光は透過し、緑色光で発電
→OPV下で従来と同じの植物生育＝農業生産が可能

３．ハウス内の日中ピーク時温度を３～５℃低減
→社会課題になりつつある暑熱による収穫量減少の対策としても期待

■期待効果
  

１．新規設置領域開拓による太陽光発電導入量の増加

２．食料自給率低下の抑制
・電力供給による利便性向上での就業人口減少に歯止め
・暑熱対策による生育条件、生産環境の改善
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実施内容

１．緑色光波長選択的機能を持つ高性能アクセプターの開発
⇒ DIC、大阪大学担当

２．OSC（アクセプター＆ドナー）の組成最適化と生産プロセスの開発
⇒ DIC担当

３．OPVモジュールの変換効率及び耐久性の向上と生産プロセスの開発
⇒ MORESCO担当

４．OPVの設置、施工、維持管理方法の開発と経済合理性の検討
⇒ アイテム担当
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今後の技術課題

１．緑色光波長選択的機能を持つ高性能アクセプターの開発
⇒  高効率、高信頼性アクセプターの開発

２．OSC（アクセプター＆ドナー）の組成最適化と生産プロセスの開発
⇒  低コスト精製による品質安定化、変換効率向上

３．OPVモジュールの変換効率及び耐久性の向上と生産プロセスの開発
⇒  性能を維持したプロセスコストの低減（材料代替・プロセス変更等）

⇒  性能向上（モジュールとしての出力向上）及び寿命向上（耐久性）

４．OPVの設置、施工、維持管理方法の開発と経済合理性の検討
⇒  農業ハウス内の高温多湿・農薬の曝露環境下でのOPVモジュールの

  耐久性、波長選択後の透過光の作物生育のへ影響評価と、遮熱効果
  を活かした付加価値農業モデルの構築

          ⇒ OPVモジュールの発電量と、作物育成に必要な透過光量が両立する
 最適条件の探索、及び様々な農業ハウスに対応する施工方法の開発
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まとめ

■本事業で目指す姿

１．太陽光発電の新たな設置領域である農業ハウスに適するOPVを開発

２．市場性のあるスペック（性能・価格）の達成

３．顧客視点での経済合理性の確立

４．30年からの市場展開に向けた事業化判断

■目標 ２０５０年に約１GWの導入量を目指す

環境省：地球温暖化対策事業効果算定ガイドブック 補助事業申請者向けハード対策事業計算ファイル(令和6年度版)を使用して算出（設備利用率11.8％）




